












小児肥満においても動脈硬化の危険因子を有する者の頻度は高い。しかし、合併症の出現

頻度と肥満度は、軽度ないし中等度の小児肥満者では相関しない。腹壁脂肪指数(AFI)の

測定が、合併症の多い肥満を抽出するのに有用である。AFI の高値は成人の内臓型肥満に

対応すると考えられる。


